
 

 
令和７年４月１日 第６０号 

NPO法人 秦野歴史おこしの会 

会
報 

 

弘法山山頂付近からの日の出 

新編相模国風土記稿には、「古弘法此山上にて護摩修行をせしより名づく」との記述がある。 

現在は、春は桜の名所、四季を通じての人気のハイキングコースとして、秦野を代表する観光

名所の一つとなっている。 
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格
調
高
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
だ
の
歴
史
お 

こ
し
の
会
の
第
六
十
号
会
報
誌
に
、
私
の
よ

う
な
人
間
の
寄
稿
を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
、

感
謝
と
戸
惑
い
を
禁
じ
得
な
い
も
の
で
す
。

学
も
知
識
も
会
員
の
皆
様
に
到
底
及
ば
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
す
の
で
、
私
の
職
業
と
し

て
の
歩
み
を
申
し
上
げ
お
許
し
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

私
は
昭
和
三
十
一
年
、
市
内
千
村
に
生
を

受
け
、
以
来
六
十
八
年
間
秦
野
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
私
の
父
も
千
村
に
生
ま
れ
育
ち
、

尋
常
小
学
校
卒
業
後
、
小
田
急
電
鉄
に
入
社

し
ま
し
た
が
、不
惑
の
四
十
歳
で
脱
サ
ラ
し
、

二
年
間
葬
儀
社
で
の
修
行
後
に
「
さ
が
み
葬

儀
社
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

昔
は
葬
式
と
言
え
ば
「
村
八
分
」
の
残
り 

二
分
と
し
て
、地
域
の
重
要
な
儀
式
で
し
た
。 

組
内
の
方
々
は
男
衆
・
女
衆
と
通
夜
、
葬
儀

の
二
日
間
は
最
低
お
手
伝
い
す
る
習
慣
で
し

た
。
父
親
が
開
業
し
た
当
時
も
、
葬
儀
社
と

い
う
よ
り
は
葬
具
屋
と
言
わ
れ
る
、
葬
具
の

貸
出
が
主
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

父
親
は
葬
儀
の
支
度
を
、
司
会
を
含
め
た
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
中
心
に
提
供
し
て
い
ま

し
た
。
現
在
に
至
る
葬
儀
社
の
は
し
り
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
葬
儀
の
場
も
自
宅
が
主
流
で
、

ま
れ
に
菩
提
寺
で
あ
る
寺
院
で
執
り
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
組
と
い
う
数
軒
か
ら
十
数
件

の
単
位
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
の
一

大
事
業
の
一
つ
で
し
た
。
組
内
で
亡
く
な
る

人
が
あ
る
と
、先
ず
は
組
長
に
お
知
ら
せ
し
、

組
内
全
員
が
葬
家
に
集
ま
り
相
談
が
始
ま
り

ま
す
。
葬
儀
の
日
程
や
規
模
、
菩
提
寺
へ
の

連
絡
、
葬
儀
屋
を
ど
こ
に
依
頼
す
る
の
か

等
々
、
組
の
方
々
が
い
な
け
れ
ば
何
も
先
に

進
ま
な
い
の
が
当
時
の
状
況
で
し
た
。
あ
る

程
度
の
骨
子
が
決
ま
る
と
、
男
衆
は
親
戚
や

重
要
な
関
係
者
へ
の
葬
儀
日
程
の
連
絡(

「
さ

た
」と
称
し
て
い
た
と
思
い
ま
す)

に
出
発
し

ま
す
。
ま
た
、
葬
家
の
片
付
け
も
男
衆
の
大

事
な
仕
事
の
一
つ
で
、
箪
笥
の
移
動
な
ど
葬

儀
の
会
場
づ
く
り
も
仕
事
の
一
つ
で
す
。 

一
方
、
女
衆
は
年
長
を
中
心
に
、
通
夜
・

葬
儀
に
向
け
て
、
親
戚
は
も
ち
ろ
ん
参
列
者

の
為
に
料
理
の
準
備
に
取
り
か
か
り
ま
す
。

当
時
、
葬
式
に
は
何
々
と
何
々
と
、
大
体
の

メ
ニ
ュ
ー
は
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
買
い
物

帳
と
言
わ
れ
る
帳
面
を
持
っ
て
、
魚
屋
、
八

百
屋
、
豆
腐
屋
、
酒
屋
等
々
で
材
料
調
達
に

奔
走
し
、
葬
家
の
台
所
で
調
理
が
始
ま
り
ま

す
。 

 

こ
の
よ
う
に
組
の
中
で
の
葬
儀
は
、
当
事 

者
に
限
ら
ず
、
皆
で
行
う
重
要
な
イ
ベ
ン
ト

で
も
あ
り
ま
し
た
。
葬
儀
の
場
所
が
自
宅
か

ら
葬
儀
専
用
ホ
ー
ル
に
移
行
す
る
ま
で
は
、

地
域
で
の
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
祝

儀
、
不
祝
儀
に
関
し
て
近
所
の
対
応
は
、
我

が
こ
と
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。 時

は
流
れ
、
葬
儀
の
場
は
自
宅
か
ら
葬
儀 

専
用
ホ
ー
ル
に
な
り
、
家
長
を
中
心
と
し
た

家
制
度
か
ら
個
の
時
代
に
移
り
、
子
供
の
数

が
少
な
く
な
り
、
亡
く
な
る
方
も
高
齢
に
な

り
、物
理
的
に
縁
者
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

「
家
族
葬
」と
言
う
フ
レ
ー
ズ
が
認
知
さ
れ
、 

コ
ロ
ナ
禍
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
こ
と
も
あ

り
、
ご
縁
の
あ
っ
た
方
と
の
お
別
れ
を
拒
否

す
る
風
潮
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

葬
儀
の
形
態
も
多
様
性
が
も
た
ら
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
葬
儀
の
本
質
的
な
役
割
は
変

わ
ら
ず
残
り
続
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
葬
儀
の
持
つ
意
味
が
色
あ
せ
る
こ
と
な

く
、
故
人
を
大
切
に
思
う
心
を
伝
え
る
場
を

構
築
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

お葬式の昔・今 

 

秦野商工会議所会頭  

石井時明 

巻 頭 言 
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三
浦
乾
也
と
光
西
上
人
を
学
ぶ 

佐
藤
正
男 

 
令
和
六
年
九
月
七
日
に
、
本
町
公
民
館
で

定
期
講
演
会
「
十
日
市
場
の
偉
人
・
三
浦
乾

也
と
光
西
上
人
」
を
開
催
し
、
会
員
ら
六
十

七
人
が
参
加
し
た
。 

明
治
初
期
に
秦
野
十
日
市
場
、
尚
古
園
で

国
産
初
の
「
電
信
用
碍
子
」
の
試
作
に
成
功

し
た
多
才
な
陶
工
「
三
浦
乾
也
」、
江
戸
時
代

享
保
年
間
に
蓑
毛
大
日
堂
を
修
復
し
た
木
食

僧
「
光
西
上
人
」。
秦
野
に
ゆ
か
り
の
あ
る
二

人
の
足
跡
を
、
本
市
出
身
の
郷
土
史
研
究
家

の
三
武
英
行
さ
ん
が
講
演
し
た
。 

講
師
の
三
武
さ
ん
は
、
明
治
期
ま
で
十
日

市
場
と
呼
ば
れ
た
曽
屋
の
生
ま
れ
。
自
分
の

名
字
が
珍
し
い
と
三
武
家
・
ミ
タ
ケ
姓
の
ル

ー
ツ
探
し
を
始
め
、
そ
れ
を
契
機
に
郷
土
の

歴
史
と
陶
器
の
調
査
研
究
に
没
頭
す
る
よ
う 

に
な
り
、
三
浦
乾
也
の
研
究
者
と
し
て
、
著

作
や
作
品
収
集
を
行
っ
て
い
る
。 

講
演
で
は
、
三
浦
乾
也
が
京
焼
の
巨
人
と

評
さ
れ
た
尾
形
乾
山
の
陶
風
を
継
承
す
る
陶

工
だ
け
で
は
な
く
、
幕
末
の
ペ
リ
ー
来
航
か

ら
蒸
気
船
・
軍
艦
の
製
造
や
製
鉄
、
硝
子
製 

        

  
 
 

      
 
 

  

造
な
ど
も
手
掛
け
た
殖
産
興
業
に
大
き
な
足

跡
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
明
治
二
年
に
梶
山
良
助
の
招

き
で
十
日
市
場
に
尚
古
園
を
築
窯
し
、
翌
年

に
電
信
用
碍
子
を
制
作
。
秦
野
を
離
れ
た
後

も
乾
也
と
良
助
の
交
流
は
続
き
、
後
の
陶
管

に
よ
る
近
代
水
道
「
曽
屋
水
道
」
に
少
な
か

ら
ず
影
響
を
与
え
た
こ
と
な
ど
、
乾
也
と
秦

野
と
の
関
り
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
講
演
に
合
わ
せ
て
、
会
場
の
本
町
公

民
館
ロ
ビ
ー
で
、
三
武
さ
ん
が
所
蔵
す
る
、

乾
也
作
の「
尚
古
園
焼
」が
展
示
さ
れ
た
が
、

初
公
開
の
「
尚
古
園
焼
」
に
多
く
の
来
場
者

が
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。 

次
に
、
大
日
堂
中
興
の
祖
で
あ
る
光
西
上

人
の
講
演
で
は
、
光
西
上
人
が
全
国
行
脚
で

浄
財
を
集
め
、
荒
れ
て
い
た
大
日
堂
を
修
復

し
た
後
入
寂
し
、
遺
言
に
よ
り
二
百
年
後
の

昭
和
十
年
に
発
掘
さ
れ
た
が
、
発
掘
当
時
の

記
録
や
、
十
日
市
場
の
名
主
で
あ
っ
た
三
武

家
の
系
図
や
古
文
書
に
基
づ
き
、
光
西
上
人

が
親
族
と
伝
わ
る
三
武
家
に
つ
い
て
紹
介
さ

れ
た
。
ま
た
、
現
在
、
大
日
堂
の
二
王
像
の

修
復
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
解
体
し
た
と
き

に
発
見
さ
れ
た
江
戸
時
代
元
禄
年
間
の
木
簡

に
つ
い
て
も
記
述
の
解
説
が
あ
っ
た
。 

今
回
は
、
秦
野
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
を

紹
介
す
る
講
演
だ
っ
た
が
、
講
師
の
三
武
さ

ん
の
地
道
な
調
査
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
光
を
当
て
た
有
意
義

な
も
の
だ
っ
た
。 

講
演
終
了
後
、
は
だ
の
大
日
堂
保
存
会
の

島
田
利
子
理
事
か
ら
、
大
日
堂
二
王
像
の
修

復
状
況
の
報
告
が
あ
っ
た
。
阿
形
像
の
傷
み

が
進
ん
で
お
り
、
頭
部
の
修
復
に
は
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ン
を
し
て
か
ら
作
業
を
進
め
て
い
る
こ

と
や
、
三
武
さ
ん
の
講
演
に
も
あ
っ
た
木
簡

の
説
明
が
あ
っ
た
。
木
簡
の
中
に
は
「
大
住

郡
三
ノ
宮
村(

現
伊
勢
原
市
三
ノ
宮)

大
工 

傅
右
衛
門
」
の
記
述
も
あ
っ
た
と
い
う
。 

二
王
像
は
令
和
九
年
度
末
に
修
復
が
終

了
す
る
が
、
現
在
、
仁
王
門
の
修
復
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
大
日
堂
は
、
境
内
の
四

つ
の
建
物
は
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
、
多
く
の
仏
像
が
県
・
市
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
歴
史
的
資
源
。 

 

は
だ
の
大
日
堂
保
存
会
で
は
、
市
民
な
ど

か
ら
の
寄
付
金
を
は
じ
め
、
行
政
や
支
援
財

団
か
ら
の
補
助
金
・
助
成
金
な
ど
を
活
用
し

て
、
順
次
修
復
に
努
め
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
、
は
だ
の
歴
史
お
こ
し
の
会
も

支
援
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
修
復
の
報
告

を
受
け
、
さ
ら
に
支
援
の
輪
が
広
が
る
こ
と

が
必
要
と
思
っ
た
。 

 

講演をする三武英行氏 

 

画像も交えて三浦乾也を紹介 
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源
実
朝
公
ゆ
か
り
鎌
倉
散
歩 

小
澤
惠
一 

 
十
月
三
十
日
、
鎌
倉
国
宝
館
で
の
学
芸
員

の
解
説
を
目
玉
に
、
参
加
者
二
十
三
名
で
市

外
研
修
を
実
施
し
た
。 

最
初
は
横
浜
市
栄
区
に
あ
る
真
言
宗
田

谷
山
定
泉
寺
を
参
拝
。
こ
こ
は
通
称
「
田
谷

の
洞
窟
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
鎌
倉
時
代
よ

り
存
在
す
る
と
言
わ
れ
る
人
工
の
横
穴
洞
窟

で
、
全
長
約
五
百
七
十
メ
ー
ト
ル
三
層
構
造

を
成
し
水
源
も
あ
る
。
鎌
倉
の
時
代
か
ら
洞

窟
の
本
尊
弘
法
大
師
を
祀
る
真
言
密
教
の
修

業
の
場
と
さ
れ
て
い
る
。
当
洞
窟
本
来
の
密

教
系
の
石
仏
群
の
他
、
江
戸
時
代
中
期
に
祀

ら
れ
た
秩
父
三
十
四
観
音
、
西
国
三
十
三
観

音
、
坂
東
三
十
三
観
音
さ
ら
に
四
国
八
十
八

観
音
な
ど
あ
わ
せ
て
二
百
体
以
上
の
石
仏
が

安
置
又
は
壁
面
に
掘
ら
れ
て
い
て
、
東
国
で 

 
 
 
 
 
 
 

            
 

 

は
有
数
の
観
音
霊
場
だ
。
地
質
は
凝
灰
質
砂 

岩
で
、
柔
ら
か
く
加
工
し
や
す
く
ノ
ミ
の
跡

が
は
っ
き
り
残
り
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ー

ム
状
空
間
が
あ
り
石
仏
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

暗
い
洞
窟
内
を
ご
灯
明
の
ロ
ー
ソ
ク
手
燭
台

で
照
ら
す
と
石
仏
が
浮
か
び
現
わ
れ
、
幻
想

的
で
ま
さ
に
神
秘
の
観
音
霊
場
の
洞
窟
で
あ

る
。参
拝
の
前
に
ご
住
職
の
法
話
が
あ
り「
迷

い
の
あ
る
人
行
い
の
悪
い
人
は
洞
窟
か
ら
出

ら
れ
な
い
」、
足
元
を
照
ら
す
「
蠟
燭
は
燭
台

灯
で
は
な
く
ご
灯
明
で
あ
り
、
持
ち
帰
り
仏

壇
に
供
え
る
も
の
」
と
の
教
え
が
あ
り
、
各

自
に
手
燭
台
と
蝋
燭
が
手
渡
さ
れ
た
。 

参
加
者
か
ら
、
「
以
前
か
ら
参
拝
し
た
い

と
思
っ
て
い
て
念
願
が
か
な
い
想
像
以
上
で

あ
っ
た
」、「
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
ご
先
祖
の
供

養
が
で
き
た
」、「
ご
住
職
の
法
話
が
楽
し
く

有
意
義
で
あ
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

約
一
時
間
の
参
拝
後
全
員
バ
ス
に
戻
っ
た
が
、

本
日
の
参
加
者
に
は
、
迷
い
の
あ
る
も
の
、

行
い
の
悪
い
も
の
は
い
な
い
よ
う
だ
。 

昼
食
後
、
鎌
倉
国
宝
館
で
学
芸
員
の
解
説

を
聞
き
な
が
ら
、
源
実
朝
公
の
五
輪
塔
を
拝

観
し
た
。
毎
週
水
曜
日
の
午
前
に
学
芸
員
に

よ
る
展
示
物
の
説
明
が
あ
り
、
本
日
は
一
般

解
説
の
後
、
午
後
の
時
間
に
解
説
を
お
願
い

し
て
い
た
。
源
実
朝
公
御
首
塚
五
輪
塔
は
、

説
明
文
に
木
造
漆
塗
り
高
さ
百
五
十
四
セ
ン

チ
鎌
倉
時
代
（
作
）
所
蔵
金
剛
寺
と
あ
り
、

陳
列
台
に
乗
る
と
小
柄
な
大
人
の
等
身
大
く

ら
い
で 

八
百
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で

漆
の
塗
り
は
落
ち
、
木
地
の
木
目
年
輪
が
現

れ
、
ま
る
で
円
空
仏
を
見
て
い
る
よ
う
に
実 

        に
素
朴
で
荒
々
し
く
、
想
像
よ
り
も
豪
壮
で 

迫
力
が
あ
る
。
特
に
三
番
目
三
角
形
の
火
輪

は
反
り
上
が
り
重
厚
感
が
あ
り
迫
力
を
感
じ

る
。
八
百
年
経
っ
た
今
実
朝
公
が
何
か
を
訴

え
て
い
る
よ
う
だ
。
説
明
文
に
は
「
秦
野
の

金
剛
寺
の
近
く
に
は
実
朝
公
首
塚
が
あ
る
が
、

か
つ
て
は
こ
の
木
造
五
輪
塔
が
建
っ
て
い
た

と
い
う
」「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」
に
よ
れ

ば
、武
常
晴
が
実
朝
公
の
首
を
持
っ
て
き
て
、

退
耕
行
勇
を
導
師
と
し
て
埋
葬
し
た
際
、
こ

の
五
輪
塔
を
建
て
た
と
さ
れ
て
い
る
」
と
あ

り
、
二
〇
二
一
年
大
河
ド
ラ
マ
放
送
中
は
、

拝
観
者
の
列
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
我
々
の
会
が
秦
野
市
民
で
特
別
な
思
い

が
あ
る
こ
と
を
心
得
て
丁
寧
に
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
、
質
問
に
も
気
軽
に
お
答
え
し
い

て
い
た
だ
い
た
。
私
も
念
願
が
か
な
い
爽
や

か
な
気
分
で
拝
観
し
た
。 

大
河
ド
ラ
マ
で
ふ
る
さ
と
公
園
に
あ
る

実
朝
公
御
首
塚
が
紹
介
さ
れ
こ
と
や
鎌
倉
国

宝
館
の
説
明
文
に
秦
野
金
剛
寺
や
武
常
晴
の

名
も
あ
り
、
ま
す
ま
す
実
朝
公
に
寄
せ
る
思

い
が
強
ま
り
、
秦
野
市
民
の
誇
り
と
し
て
御

首
塚
を
し
っ
か
り
後
世
に
伝
え
る
事
の
誇
り

と
義
務
感
を
感
じ
な
が
ら
鎌
倉
を
後
に
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鎌倉国宝館前での記念撮影 

 

鎌倉国宝館にある源実

朝公御首塚木造五輪塔 
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蓑
毛
大
日
堂
二
王
像
に 

思
い
を
寄
せ
て
・
私
の
視
点 

 
 

 

戸
口
あ
や
子 

 
 

令
和
五
年
五
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
に
、

仁
王
像
は
、
修
復
に
向
け
て
仁
王
門
よ
り
搬

出
さ
れ
ま
し
た
。
二
日
間
の
見
学
に
通
い
、

二
十
三
日
の
夕
方
、
雨
天
の
中
、
県
道
よ
り

の
後
姿
を
皆
で
見
送
り
、
一
時
の
別
れ
で
す

が
、
目
が
潤
ん
だ
の
が
つ
い
こ
の
間
の
よ
う

な
気
が
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
途
中
経
過
の

見
学
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
だ
の
大
日
堂
保
存

会
様
の
お
誘
い
で
、
小
田
急
線
豪
徳
寺
駅
で 

下
車
し
、
像
の
修
理
を
お
願
い
し
て
い
る
明

古
堂
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

         

 

二
王
像
は
丁
寧
に
並
べ
ら
れ
横
に
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。
仏
師
の
明
珍
さ
ん
は
じ
め
、
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
の
御
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
く
様
子
で
し
た
。

撮
影
を
ど
う
ぞ
と
の
こ
と
で
お
許
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

私
の
視
点 

発
見
さ
れ
た
墨
書
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
墨
書
の
元
禄
十
二
年

（
一
六
九
九
）
と
は
、
江
戸
幕
府
将
軍
綱
吉

の
時
代
で
す
。
江
戸
幕
府
の
寺
社
大
工
、
そ

し
て
徳
川
幕
府
の
お
ひ
ざ
元
、
相
模
国
の
大 

        
工
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
。元
禄
六
年（
一

六
九
三
）
十
一
月
の
大
山
寺
大
修
造
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
時
、
明
王
権
現
社
の
造
営
が
あ

り
、
棟
札
に
は
手
中
明
王
太
良
吉
の
名
が
現

れ
る
。 

 

時
代
が
流
れ
、
石
尊
宮
（
大
山
寺
）
の
棟

札
「
上
棟
年
代
・
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）、

大
檀
那
・
将
軍
吉
宗
、
工
匠
名
・
大
工
棟
梁

（
手
）
中
明
王
太
郎
吉
富
、
脇
棟
梁
・
大
貫

勘
兵
衛
、
同
・
武
藤
武
兵
衛
、
同
・
米
山
源

右
衛
門
、
同
・
斎
藤
傳
右
衛
門
」 

 

二
王
像
の
体
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
元
禄
十

二
年
（
一
六
九
九
）
の
墨
書
に
あ
る
「
相
陽

大
住
郡
三
ノ
宮
村 

大
工 

傳
右
衛
門
・・・
」

は
、
石
尊
宮
の
棟
札
に
あ
る
斎
藤
傳
右
衛
門

と
同
一
人
物
ま
た
は
、
斎
藤
傳
右
衛
門
は
、

大
工
傳
右
衛
門
の
子
孫
で
は
な
い
か
と
い
う

見
解
で
す
。（
享
保
五
年
は
元
禄
十
二
年
の
二

十
一
年
後
） 

 

「
二
王
像 

寄
生
の
虫
と
共
に
生
き 

手

足
を
の
ば
し
リ
ハ
ビ
リ
中
」 

数
年
後
に
は
修
復
さ
れ
た
お
姿
で
お
帰

り
に
な
り
ま
す
。
楽
し
み
に
お
待
ち
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

追
伸
・
傳
右
衛
門
氏
の
こ
と
で
御
意
見
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
御
連
絡
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。 

※
参
考
文
献
「
宮
大
工
の
技
術
と
伝
統
、・
神

輿
と
明
王
太
郎
」
手
中 

正
著 

 

 

二王像の体内から発見された墨書 

傷
み
が
進
ん
だ
阿
形
像
の
頭
部
を
３
Ⅾ
ス
キ
ャ
ン
し

作
成
し
た
頭
部
（
写
真
上
）。
修
復
に
は
新
た
に
作
成

し
た
頭
部
を
使
用
す
る
予
定 



６ 

弘
法
山
の
鐘
楼 

中
村 

貢 
 

昨
年
十
一
月
に
本
会
の
調
査
研
究
の
一

環
と
し
て
、
弘
法
山
の
梵
鐘
を
見
学
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

天
保
四
十
二
年
（
一
八
四
一
年
）
に
成
立

し
た「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」に
よ
れ
ば
、

弘
法
山
は
、
弘
法
大
師
が
護
摩
修
行
を
し
た

地
で
あ
る
こ
と
か
ら「
弘
法
山
」と
呼
ば
れ
、

鐘
楼
の
ほ
か
に
も
、
密
宗
の
釈
迦
堂
や
弘
法

の
石
像
、
福
泉
庵
と
号
し
た
庵
室
も
あ
っ
た

が
荒
廃
し
、
僧
永
芳
が
釈
迦
を
安
置
す
る
堂

を
建
立
し
た
後
、
龍
法
寺
持
ち
と
な
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

弘
法
山
の
梵
鐘
は
、
現
在
二
代
目
で
初
代

の
梵
鐘
は
、
宝
暦
七
年
十
二
月
（
一
七
五
七

年
）
に
設
置
さ
れ
た
が
、
山
火
事
に
よ
り
損

傷
し
、
現
在
の
梵
鐘
が
、
四
十
年
後
の
享
和

元
年
五
月
（
一
八
〇
一
年
）
に
再
築
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
櫓
の
築
造
に
つ
い

て
は
不
明
で
す
が
、
長
い
風
雨
に
よ
り
四
本 

           

              

の
柱
は
、
礎
石
の
上
で
は
な
く
、
根
太
よ
り 

立
ち
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
根
太
と
と
も
に

柱
下
部
の
痛
み
が
激
し
く
大
風
に
よ
る
倒
壊

が
危
惧
さ
れ
る
状
況
で
し
た
。
ま
た
、
以
前

櫓
の
周
囲
に
は
梵
字
が
書
か
れ
た
平
た
い
小

石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
現
在
で

は
山
頂
部
に
ビ
リ
が
撒
か
れ
、そ
の
小
石（
写

真
参
照
）
を
発
見
す
る
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。
弘
法
山
に
行
っ
た
折
に
は
是
非
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

梵
鐘
に
刻
ま
れ
て
い
る
作
ら
れ
た
経
緯

や
、
寄
進
者
の
氏
名
や
居
住
地
を
見
る
と
、

本
梵
鐘
は
梵
鐘
を
管
理
し
て
い
る
寺
だ
け
で

は
な
く
、
相
模
川
以
西
の
近
郊
近
在
の
居
住

者
や
、
江
戸
在
住
の
有
力
者
な
ど
、
総
勢
四

百
八
十
三
名
が
寄
進
者
と
し
て
名
を
連
ね
て

い
ま
す
。
古
来
よ
り
、
弘
法
山
の
鐘
の
音
が

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
た
か
が
伺
え
る
証

で
し
ょ
う
。 

                

本
梵
鐘
を
管
理
し
て
い
ま
す
の
は
、
弘
法

山
の
南
麓
の
亀
谷
山
龍
法
寺
で
、
我
が
家
の

菩
提
寺
で
す
。
寺
に
行
っ
た
折
に
梵
鐘
の
話

を
し
た
と
こ
ろ
、
櫓
の
損
傷
が
激
し
く
、
檀

家
の
少
な
い
龍
法
寺
で
は
修
復
は
困
難
で
あ

る
た
め
梵
鐘
を
寺
に
下
ろ
そ
う
と
相
談
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
こ
の
梵
鐘
は
、
広

く
多
く
の
住
民
の
寄
進
に
よ
り
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
過
去
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
市

民
の
財
産
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
梵
鐘
を
今
後
多
く
の
人
に

よ
り
守
り
、
後
世
の
人
に
引
き
継
い
で
い
く

手
段
を
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

※
参
考
文
献
「
は
だ
の
弘
法
山
洪
鐘 

釣
鐘

が
語
る
」
石
井
敏
雄
著 

 

弘法山の鐘楼 

 

梵字が書かれた小石 

 

亀谷山龍法寺 古くは真言宗であったが、室町

時代の後期、大永・享禄のころ曹洞宗に改めら

れたという 
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酷
暑
と
地
球
温
暖
化 

横
溝 

彰 
 

私
は
こ
の
分
野
に
明
る
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
農
業
の

手
伝
い
や
社
会
人
に
な
っ
て
の
転
勤
、
旅
行

等
で
得
た
体
験
か
ら
温
暖
化
に
よ
る
変
化
に

つ
い
て
私
見
を
交
え
て
触
れ
て
み
ま
し
た
。 

(

一) 

温
暖
化
は
こ
う
し
た
形
で
私
た
ち

の
身
の
回
り
に
認
め
ら
れ
る
。 

①
六
十
五
年
前
、
秦
野
市
内
で
は
ク
マ
ゼ

ミ
の
鳴
き
声
は
聞
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ

れ
も
た
ま
に
で
あ
り
、
ク
マ
ゼ
ミ
は
高
い
欅

の
て
っ
ぺ
ん
に
止
ま
っ
て
い
て
採
れ
な
か
っ

た
。
夏
休
み
の
昆
虫
採
集
の
標
本
に
は
、
ク

マ
ゼ
ミ
の
場
所
を
確
保
し
て
い
た
が
い
つ
も

空
席
で
く
や
し
い
思
い
を
し
た
も
の
だ
。 

五
十
五
年
程
前
の
夏
休
み
、
三
重
県
紀
伊

長
島
に
あ
る
旅
館
（
友
人
の
実
家
）
に
泊
ま

っ
た
際
、
朝
、
目
を
覚
ま
す
と
旅
館
の
裏
庭

は
ク
マ
ゼ
ミ
が
い
っ
ぱ
い
で
、
木
に
登
る
順

番
を
待
っ
て
い
る
よ
う
な
じ
ゅ
じ
ゅ
つ
な
ぎ

状
況
。
ク
マ
ゼ
ミ
が
地
面
に
腕
立
て
伏
せ
の

よ
う
な
形
で
シ
ュ
ン
シ
ュ
ン
シ
ュ
ン
と
鳴
い

て
い
る
の
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
ク
マ

ゼ
ミ
は
手
で
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
出
来
た
。 

さ
て
、
二
〇
二
四
年
の
酷
暑
が
叫
ば
れ
て

い
る
市
内
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
あ
ち
こ
ち

で
ク
マ
ゼ
ミ
が
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
に
混
じ
っ
て

シ
ュ
ン
シ
ュ
ン
と
当
た
り
前
の
よ
う
に
鳴
い

て
い
て
耳
に
は
「
シ
ュ
ン
シ
ュ
ン
・
ミ
ン
ミ

ン
」
と
重
な
っ
た
鳴
き
声
が
残
っ
て
い
る
。

五
十
～
六
十
年
の
間
に
ク
マ
ゼ
ミ
の
北
上
で

周
辺
の
生
態
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。 

②
秦
野
名
産
の
落
花
生
は 

ー
落
花
生
は
今
も
秦
野
の
主
要
ブ
ラ
ン
ド
に

変
わ
り
は
な
い
が
ー 

私
の
祖
父
夫
婦
と
そ
の
兄
夫
婦
は
明
治

時
代
北
海
道
十
勝
（
現
在
の
芽
室
町
）
に
新

天
地
を
求
め
て
入
植
。
後
に
私
の
祖
父
一
家

は
実
家
の
兄
が
早
世
し
た
た
め
に
分
家
と
言

う
形
で
秦
野
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
父
の

話
で
あ
る
が
十
勝
の
叔
父
夫
婦
の
と
こ
ろ
に

は
秦
野
の
落
花
生
を
度
々
贈
っ
て
は
喜
ば
れ

た
そ
う
だ
。
十
勝
で
は
故
郷
の
味
だ
と
し
て

入
植
者
仲
間
に
配
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
昭
和

の
中
頃
、
父
は
叔
父
の
依
頼
で
何
度
か
落
花

生
の
種
豆
を
送
っ
た
と
の
こ
と
。
叔
父
は
十

勝
で
栽
培
を
企
図
し
た
ら
し
い
が
寒
さ
で
結

局
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
し
い
。 

コ
ロ
ナ
前
、
芽
室
町
在
住
の
は
と
こ
が
、

温
暖
化
の
影
響
か
ら
か
隣
の
帯
広
で
落
花
生

が
栽
培
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
「
十
勝
グ

ラ
ン
ナ
ッ
ツ
社
」
製
の
レ
ト
ル
ト
処
理
し
た

落
花
生
を
届
け
て
く
れ
た
。
帯
広
で
は
落
花

生
の
栽
培
面
積
も
徐
々
に
拡
大
し
て
い
る
と

い
う
。
更
に
隣
の
芽
室
町
で
も
若
手
農
家
が

新
し
い
作
物
と
し
て
「
メ
ム
ロ
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

株
式
会
社
」
を
興
し
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
に
し

よ
う
と
、
こ
ち
ら
も
最
新
の
農
業
技
術
を
駆

使
し
て
作
付
面
積
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。 

 

一
方
、
秦
野
市
内
の
関
係
者
の
話
で
は
農

業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
が
い
な
い
耕
作
放

棄
地
の
増
加
等
で
作
付
面
積
の
縮
小
も
あ
り 

収
穫
量
が
先
細
り
の
状
況
で
あ
る
と
聞
く
。 

        
  

秦
野
の
名
産
落
花
生
は
収
穫
量
の
減
少
と
温

暖
化
に
よ
る
変
化
で
今
後
の
栽
培
に
つ
い
て

も
大
き
な
変
革
が
迫
ら
れ
て
い
る
。 

追
記
、
北
海
道
、
十
勝
開
拓
の
先
駆
者
と

し
て
依
田
勉
三
（
伊
豆
国
那
賀
郡
大
沢
村
：

現
在
の
松
崎
町
：
嘉
永
六
年
生
ま
れ
）
が
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
十
勝
開
拓
を
進
め

た
こ
と
が
礎
で
勉
三
の
組
織
し
た
晩
成
社
が

広
大
な
十
勝
平
野
を
農
地
に
変
え
て
い
っ
た
。

依
田
勉
三
が
こ
の
世
を
去
っ
た
の
が
大
正
十

四
年
（
一
九
二
五
）
で
あ
る
か
ら
明
治
三
十

八
年
入
植
の
祖
父
兄
弟
は
勉
三
と
晩
成
社
の

世
話
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
ん
な
経

緯
も
あ
り
私
は
「
開
拓
に
努
力
し
苦
難
と
戦

い
続
け
た
先
人
の
姿
を
記
憶
に
残
し
て
お
き

た
い
」
と
三
度
、
十
勝
（
帯
広
と
芽
室
）
を

訪
ね
て
い
る
。
芽
室
町
の
資
料
で
は
当
時
の

芽
室
に
入
植
し
た
神
奈
川
県
出
身
者
は
私
の

祖
父
兄
弟
だ
け
で
あ
る
が
、
歴
史
お
こ
し
の

会
の
皆
さ
ん
の
中
で
他
に
十
勝
へ
の
入
植
者

の
情
報
が
あ
れ
ば
、
ご
教
示
願
い
た
い
。 

（
二
）
朝
作
り 

①
「
僕
の
あ
さ
づ
く
り
」
は
小
学
六
年
で 

常温保存可能な 

レトルトゆで落花生 

 
 



８ 

入
選
し
た
作
文
の
タ
イ
ト
ル
。
私
は
小
学
五

年
の
時
に
父
が
亡
く
な
り
、
兄
と
で
農
業
の

母
親
の
手
助
け
を
し
て
何
と
か
暮
ら
し
が
成

り
立
っ
て
い
た
。
当
然
だ
が
二
人
は
学
校
へ

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
畑
仕
事

は
夜
の
明
け
ぬ
う
ち
か
ら
の
作
業
で
、
い
わ

ゆ
る
「
朝
作
り
」
で
あ
っ
た
。
七
時
の
専
売

工
場
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
仕
事
を
止
め
て

家
に
戻
り
、
朝
飯
を
か
っ
こ
み
学
校
へ
急
い

だ
も
の
だ
。 

子
ど
も
な
り
に
、
兄
と
工
夫
を
重
ね
る
こ

と
で
落
花
生
や
野
菜
の
収
量
が
増
え
て
い
っ

た
気
が
す
る
。
一
時
期
は
叔
父
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
細
作
り
の
大
根
を
栽
培
し
て
野
菜
市
場

（
当
時
は
本
町
の
台
町
に
あ
っ
た
）
で
仕
入

れ
て
も
ら
い
学
費
の
足
し
に
し
た
も
の
だ
。

当
時
の
朝
作
り
は
い
わ
ば
労
働
力
の
補
充
で

あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
六
十
五
年
を
経
て
、
私

の
今
の
朝
作
り
は
毎
朝
四
十
分
の
ゴ
ミ
拾
い
、

秦
野
の
四
季
の
移
ろ
い
を
味
わ
い
な
が
ら
ゴ

ミ
は
も
と
よ
り
様
々
な
ネ
タ
を
拾
い
上
げ
俳

句
や
短
歌
の
素
材
に
し
て
い
る
。 

➁
今
も
農
家
の
皆
さ
ん
の
朝
は
早
い
。
近

年
、
秦
野
で
は
オ
リ
ー
ブ
や
青
パ
パ
イ
ア
と

い
っ
た
従
来
は
温
暖
な
地
で
栽
培
さ
れ
て
い

た
も
の
を
手
掛
け
て
い
る
畑
が
目
に
つ
い
て

き
た
。
こ
う
し
た
中
で
農
家
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
考
え
れ
ば
、
朝
の
涼
し
い
う
ち
に
作
業

を
す
る
こ
と
が
必
然
と
な
っ
て
い
る
。 

い
ず
れ
、
見
慣
れ
た
里
山
の
風
景
も
温
暖

化
や
農
業
者
の
高
齢
化
そ
し
て
後
継
者
の
減

少
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
も
あ
り
、
少

し
ず
つ
変
容
を
迫
ら
れ
て
き
そ
う
で
あ
る
。 

★
新
入
会
員
で
す 

よ
ろ
し
く 
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澄
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小
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〇
四
六
三―

七
五―

〇
〇
六
七 

紹介します 

当会会員の今井しょうこさんが、コ

ミックエッセイ「変わる縄文」を出版

しました。 

「マンガでわかる 

考古遺跡発掘ワーク 

・マニュアル」「マ 

ンガでめぐる考古遺 

跡・博物館」に続く 

３作めとなります。 

ぜひ、ご一読ください。 

祝
・
創
立
三
十
周
年 

秦
野
歴
史
お
こ
し
の
会
は
、
令
和

六
年
（
二
〇
二
四
年
）
で
、
創
立
三
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

令
和
七
年
度
は
、
十
月
二
十
五
日

（
土
）
に
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
記
念
講
演
会
、
会
員
懇
親
パ

ー
テ
ィ
ー
、
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

蓑毛大日堂二王像の修復に 

６０万円を寄付 
 

宝蓮寺が所有し、ＮＰＯ法人

はだの大日堂保存会の協力に

より令和５年５月から修復が

進められている蓑毛大日堂二

王像（秦野市指定重要文化財）

の修復資金として、令和６年８

月６日に、当会からＮＰＯ法人

はだの大日堂保存会に対して

６０万円を寄付いたしました。 


